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近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
│
│
相
模
国
藤
沢
の
え
び
す
社
人
を
事
例
に
│
│
志
村
洋
は
じ
め
に
東
海
道
六
番
目
の
宿
場
町
に
藤
沢
宿
が
あ
る
。
時
宗
総
本
山
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
の
門
前
町
と
し
て
古
く
か
ら
開
け
、
江
ノ
島
や
大
山
と
い
っ
た
、
江
戸
庶
民
に
な
じ
み
深
い
観
光
地
へ
の
入
口
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
近
世
後
期
に
は
、
こ
の
宿
場
に
隣
接
し
た
村
々
で
町
場
化
が
進
み
、
無
宿
・
博
徒
の
横
行
も
含
め
た
都
市
下
層
社
会
の
風
俗
が
村
落
に
浸
潤
し
て
い
た
⑴
。
か
か
る
村
の
一
つ
に
高
座
郡
羽
鳥
村
が
あ
っ
た
。
村
高
二
四
〇
石
余
・
家
数
七
〇
軒
余
の
小
村
で
あ
る
。
羽
鳥
村
で
は
、
十
九
世
紀
に
は
農
民
層
分
解
が
進
展
し
、
高
一
〇
〇
石
を
越
す
一
人
の
地
主
と
多
数
の
無
高
・
零
細
小
作
層
と
か
ら
な
る
両
極
分
解
状
況
が
現
出
し
て
い
た
。
街
道
近
く
の
零
細
民
は
旅
行
者
相
手
の
小
商
い
や
駄
賃
稼
ぎ
な
ど
で
糊
口
を
凌
い
で
い
た
が
、
そ
う
し
た
者
た
ち
の
間
に
は
、
摂
津
国
西
宮
神
社
配
下
の
え
び
す
社
人
も
存
在
し
た
。
え
び
す
社
人
（
夷
願
人
）
と
は
、
西
宮
神
社
の
本
所
支
配
を
受
け
て
、
木
版
の
え
び
す
神
像
札
を
各
地
で
売
り
歩
い
た
勧
進
宗
教
者
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
御
師
が
伊
勢
を
本
拠
に
し
て
遠
路
各
地
を
廻
檀
し
た
の
に
対
し
て
、
え
び
す
社
人
は
、
そ
の
土
地
生
ま
れ
の
者
が
西
宮
神
社
組
織
と
配
下
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
檀
家
村
に
配
札
を
行
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
羽
鳥
村
の
え
び
す
社
人
に
つ
一
い
て
、
特
に
家
と
居
村
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
従
来
、
近
世
の
勧
進
宗
教
者
に
つ
い
て
は
、
芸
能
民
や
雑
種
賤
民
、
あ
る
い
は
ル
ン
ペ
ン
的
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
信
州
農
村
を
対
象
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
東
国
の
え
び
す
社
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
⑵
。
①
彼
ら
は
通
常
の
百
姓
の
村
に
住
み
、
宗
教
者
名
と
百
姓
名
の
両
方
を
名
乗
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
勧
進
宗
教
者
と
百
姓
の
両
側
面
を
有
し
て
い
た
、
②
一
般
の
百
姓
と
同
様
に
、
親
族
集
団
で
あ
る
家
・
家
族
を
形
成
し
た
が
、
家
族
の
な
か
に
は
、
地
域
大
社
の
被
官
職
や
陰
陽
師
な
ど
、
西
宮
神
社
配
下
以
外
の
職
分
に
就
く
者
も
存
在
し
た
、
③
分
家
の
結
果
、
小
同
族
団
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
同
族
の
な
か
に
は
え
び
す
以
外
の
職
分
を
家
職
に
す
る
家
も
あ
っ
た
、
④
時
に
は
周
囲
か
ら
賤
視
さ
れ
た
が
、
反
対
に
、
一
族
か
ら
地
域
有
数
の
学
者
を
生
み
出
し
た
り
、
名
主
が
え
び
す
の
職
株
を
買
得
し
た
り
す
る
な
ど
、
一
概
に
貧
し
い
勧
進
者
集
団
と
は
言
え
な
か
っ
た
、
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
え
び
す
社
人
は
家
・
家
族
を
形
成
す
る
階
層
で
あ
り
、
え
び
す
社
人
の
家
で
は
、
近
世
社
会
の
基
本
で
あ
る
「
家
」
と
職
分
の
一
対
一
的
関
係
は
絶
対
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
本
所
を
頂
点
と
す
る
同
職
身
分
集
団
と
の
関
係
も
比
較
的
ル
ー
ス
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
え
び
す
社
人
の
家
に
つ
い
て
、
相
模
国
の
竹
内
氏
を
事
例
に
検
討
を
行
う
⑶
。
と
り
わ
け
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
家
の
経
営
動
向
と
居
村
で
の
位
置
に
注
目
し
た
い
。
一
家
の
経
営
羽
鳥
村
は
、
総
反
別
三
六
町
四
反
余
の
う
ち
畑
地
が
二
一
町
の
、
畑
が
ち
の
村
で
あ
っ
た
。
土
壌
は
砂
地
で
、
肥
料
給
源
に
乏
し
く
、
田
畑
の
石
盛
は
上
田
が
一
石
一
斗
、
上
畑
が
七
斗
と
い
う
、
比
較
的
土
地
生
産
力
が
低
い
村
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
の
村
の
総
竈
数
は
六
一
軒
で
、
う
ち
寺
院
・
出
家
・
蛭
児
・
山
伏
が
そ
れ
ぞ
れ
一
軒
ず
つ
存
在
し
た
（
ＩＤ
２３
号
３
Ｄ
６
）。
村
に
は
七
軒
の
草
分
け
百
姓
家
が
存
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
在
し
た
が
、
十
九
世
紀
に
は
名
主
の
八
郎
右
衛
門
家
が
村
高
の
約
半
分
を
集
積
し
、
幕
末
維
新
期
に
は
小
作
料
減
免
出
入
や
質
地
請
戻
出
入
が
た
び
た
び
引
き
起
こ
さ
れ
た
⑷
。
羽
鳥
村
は
い
わ
ゆ
る
芸
能
宗
教
者
が
集
ま
る
特
殊
な
村
で
は
な
く
、
主
要
街
道
沿
い
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
一
般
的
な
村
で
あ
っ
た
⑸
。
え
び
す
社
人
の
竹
内
氏
は
、
東
海
道
沿
い
の
引
地
集
落
に
居
住
し
、
代
々
三
太
夫
な
ど
を
家
名
と
し
て
い
た
。
十
八
世
紀
中
の
活
動
実
態
は
不
明
だ
が
、
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
十
月
の
西
宮
大
神
宮
像
配
賦
許
状
写
⑹
に
「
相
模
国
羽
鳥
引
地
村
竹
内
三
太
夫
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
明
和
期
に
は
え
び
す
神
像
札
の
配
札
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
は
、
加
藤
中
央
な
る
者
か
ら
疫
神
齊
と
鎮
野
狐
の
神
法
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
⑺
。
こ
れ
ら
か
ら
、
羽
鳥
村
の
竹
内
家
は
遅
く
と
も
十
八
世
紀
後
期
に
は
配
札
と
祈
禱
の
両
方
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
内
三
太
夫
は
、
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
に
相
州
配
下
社
人
の
触
頭
役
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
三
浦
郡
菊
名
村
・
高
座
郡
大
庭
（
折
戸
）
村
・
同
郡
座
間
入
谷
村
・
同
郡
鶴
間
村
・
同
郡
上
相
原
村
・
大
住
郡
平
塚
新
宿
（
八
幡
新
宿
）・
足
柄
下
郡
小
田
原
（
山
王
原
村
）
な
ど
に
居
住
す
る
触
下
の
者
を
統
括
し
、
彼
ら
か
ら
役
銭
を
徴
収
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
触
下
の
え
び
す
社
人
は
一
人
あ
た
り
二
〇
か
ら
六
〇
ヵ
村
程
度
の
檀
家
を
持
ち
、
三
太
夫
自
身
も
高
座
郡
・
鎌
倉
郡
・
愛
甲
郡
を
中
心
に
六
六
ヵ
村
（
一
八
九
七
軒
）
を
檀
家
に
し
て
い
た
⑻
。
竹
内
家
は
十
九
世
紀
に
は
相
模
国
南
部
一
帯
の
え
び
す
社
人
を
取
り
ま
と
め
る
要
職
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
な
る
と
、「
羽
鳥
村
蛭
児
神
社
社
人
」
の
竹
内
伯
耆
が
吉
田
家
か
ら
神
道
裁
許
状
を
受
け
て
お
り
（
坂
口
（
沢
ヵ
）
イ
４２
）、
翌
三
年
三
月
に
は
、
出
羽
米
沢
藩
領
の
熊
野
神
主
大
津
左
京
が
「
藤
沢
引
地
天
王
神
主
」
の
竹
内
伯
耆
に
二
歩
五
〇
〇
文
の
金
子
借
用
証
文
を
入
れ
て
い
る
（
坂
口
イ
４６
）。
竹
内
伯
耆
は
え
び
す
像
札
の
配
賦
権
に
加
え
て
、
藤
沢
宿
周
辺
の
複
数
の
社
祠
を
神
職
と
し
て
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
え
び
す
社
人
は
本
来
貞
享
年
間
の
幕
府
裁
許
に
よ
っ
て
神
事
行
為
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
近
世
中
後
期
に
は
吉
田
家
か
ら
神
道
裁
許
状
を
得
て
神
主
化
す
る
者
が
一
般
化
し
て
い
た
。
竹
内
家
も
十
九
世
に
は
近
隣
神
社
神
主
職
の
獲
得
等
を
通
じ
て
家
勢
の
拡
大
に
努
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
三
そ
の
伯
耆
に
つ
い
て
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
の
羽
鳥
村
宗
門
人
別
改
帳
（
ＩＤ
２３
号
３
Ｄ
６
）
を
も
と
に
家
族
構
成
を
示
す
と
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
中
略
箇
所
ま
で
が
西
宮
蛭
児
社
人
竹
内
伯
耆
の
家
内
構
成
で
あ
る
。
当
時
、
伯
耆
は
名
主
三
觜
八
郎
右
衛
門
の
地
借
で
あ
り
、
家
内
に
は
、
妻
き
よ
・
父
三
太
夫
・
男
子
掃
部
・
女
子
ま
つ
・
ふ
ぢ
の
五
人
が
い
た
。
地
借
と
は
当
地
の
宿
場
続
き
の
村
々
に
よ
く
見
ら
れ
る
村
内
身
分
で
、
本
百
姓
の
資
格
は
持
た
な
い
が
自
己
所
有
の
家
屋
を
持
つ
階
層
を
一
般
に
指
し
た
。
対
し
て
、
家
屋
も
賃
借
す
る
階
層
を
店
借
と
い
っ
た
。
ま
た
、
伯
耆
の
家
内
に
は
、
門
屋
や
下
男
・
下
女
な
ど
の
従
属
家
族
は
存
在
せ
ず
、
配
札
の
た
め
の
手
下
を
家
内
に
抱
え
て
い
た
形
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。
掃
部
と
い
う
悴
の
名
前
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
伯
耆
家
の
表
向
き
の
顔
は
神
職
、
と
り
わ
け
西
宮
蛭
児
社
の
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
四
年
の
養
命
寺
墓
所
永
代
譲
渡
証
文
（
後
述
）
か
ら
、
伯
耆
に
は
三
郎
兵
衛
と
い
う
弟
が
い
た
こ
と
八
郎
右
衛
門
地
借
り
ニ
而
吉
田
殿
御
支
配
西
宮
蛭
児
社
人
竹
内
伯
耆
（
印
）
四
十
弐
才
伯
耆
父
三
太
夫
（
印
）
六
十
八
才
同
人
女
房
き
よ
（
印
）
四
十
才
同
人
女
子
ま
つ
（
印
）
十
八
才
同
人
女
子
ふ
ぢ
（
印
）
十
三
才
同
人
男
子
掃
部
（
印
）
拾
才
（
印
）
〆
男
三
人
女
三
人
（
中
略
）
八
郎
右
衛
門
地
借
り
三
郎
兵
衛
（
印
）
三
十
□
才
三
郎
兵
衛
女
房く
ら
（
印
）
□
十
九
才
（
印
）
〆
男
壱
人
女
壱
人
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
四
が
判
明
し
て
い
る
が
、
三
郎
兵
衛
は
元
治
二
年
の
段
階
で
は
既
に
別
家
独
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
⑼
。
当
時
三
郎
兵
衛
は
女
房
く
ら
と
の
二
人
家
族
で
、
兄
の
伯
耆
と
同
様
に
八
郎
右
衛
門
の
地
借
で
あ
っ
た
が
、
蛭
児
社
人
の
肩
書
き
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
三
郎
兵
衛
家
は
通
常
の
百
姓
家
と
し
て
宗
門
人
別
帳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。
入
置
申
一
札
之
事
一
先
般
安
政
六
未
年
中
相
州
高
座
郡
上
郷
・
川
原
口
両
村
鎮
守
有
鹿
神
社
之
社
役
跡
式
、
同
州
同
郡
羽
鳥
村
天
王
神
主
伯
耆
正
殿
江
譲
渡
し
、
則
持
参
金
と
し
て
金
四
拾
両
也
慥
ニ
受
取
無
相
違
右
家
財
家
督
相
渡
し
候
処
、
今
般
跡
式
相
続
方
先
対
談
と
ハ
相
違
致
し
候
ニ
付
差
縺
ニ
付
、
左
之
名
前
之
衆
中
御
立
入
被
下
、
伯
耆
殿
弟
ヲ
以
跡
式
相
続
ニ
取
究
、
為
以
廉
目
金
拾
両
慥
ニ
受
取
、
然
ル
上
ハ
右
相
続
ニ
付
伯
耆
殿
江
者
勿
論
聊
申
分
無
之
、
向
後
妻
子
ニ
至
迄
諸
突
合
立
入
等
相
止
、
貴
殿
方
江
御
苦
労
相
懸
申
間
敷
候
、
為
後
日
一
札
入
置
申
所
如
件
武
州
多
摩
郡
文
久
二
戌
年
三
月
十
九
日
高
田
村
文
哉
（
印
）
上
郷
村扱
人
七
右
衛
門
（
印
）
川
原
口
村
扱
人
四
郎
左
衛
門
（
印
）
同
新
兵
衛
（
印
）
羽
鳥
村伯
耆
正
殿
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
五
右
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
の
有
鹿
神
社
の
社
役
跡
式
譲
渡
に
関
す
る
証
文
で
あ
る
（
坂
口
イ
５４
）。
有
鹿
神
社
は
高
座
郡
海
老
名
郷
の
式
内
社
・
郷
鎮
守
で
、
そ
の
跡
式
が
金
四
〇
両
で
高
田
村
の
加
藤
文
哉
か
ら
羽
鳥
村
の
竹
内
伯
耆
正
に
譲
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
多
額
の
譲
渡
金
額
を
見
た
だ
け
で
竹
内
氏
が
単
な
る
下
層
民
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
文
哉
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
社
役
跡
式
は
、
安
政
六
年
の
「
譲
状
之
事
」（
坂
口
イ
５２
）
に
よ
れ
ば
、
①
除
地
二
反
五
畝
歩
（
小
作
入
立
米
二
石
一
斗
）、
②
旗
本
高
木
・
秋
元
両
氏
の
御
門
札
料
（
合
計
米
三
斗
）、
③
川
原
口
村
よ
り
の
神
楽
料
（
米
二
斗
）、
④
社
中
賽
銭
、
⑤
神
殿
鍵
、
⑥
上
郷
・
川
原
口
両
村
の
作
初
穂
と
な
っ
て
お
り
、
有
鹿
神
社
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
収
益
権
が
竹
内
家
の
も
の
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
安
政
六
年
の
譲
状
で
は
、「
右
之
家
徳
 
家
作
、
此
度
拙
者
養
子
ニ
貰
請
候
」
と
い
う
よ
う
に
、
表
面
上
は
養
子
相
続
の
形
が
取
ら
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
史
料
に
「
向
後
妻
子
ニ
至
迄
諸
突
合
立
入
等
相
止
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
家
督
相
続
は
事
実
上
竹
内
氏
に
よ
る
神
社
と
氏
子
の
買
得
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
は
じ
め
の
安
政
六
年
の
譲
状
で
は
家
督
継
承
人
が
伯
耆
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
差
し
縺
れ
の
結
果
、
文
久
二
年
三
月
に
改
め
て
伯
耆
の
弟
で
あ
る
兵
部
が
文
哉
の
養
子
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
（
坂
口
イ
５５
）。
お
そ
ら
く
伯
耆
の
有
鹿
社
神
職
兼
務
が
既
存
の
社
務
と
の
関
係
で
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
弟
に
継
が
せ
た
の
で
あ
ろ
う
⑽
。
竹
内
家
の
買
得
対
象
は
神
社
に
限
ら
な
か
っ
た
。
同
年
十
月
に
は
、
隣
村
鵠
沼
村
の
百
姓
磯
七
か
ら
、
父
の
三
太
夫
名
義
で
、
東
海
道
沿
い
の
引
地
橋
向
に
あ
る
上
畑
二
畝
二
八
歩
を
金
一
一
両
二
歩
で
購
入
し
て
い
る
（
坂
口
イ
５６
）。
相
渡
シ
申
譲
畑
添
証
文
之
事
一
上
畑
弐
畝
弐
拾
八
分
但
し
屋
敷
畑
間
口
五
間
壱
尺
八
寸
分
米
弐
斗
五
合
三
勺
壱
才
奥
行
拾
七
間
弐
尺
名
所
橋
向
畑
ニ
而
此
譲
り
地
代
金
拾
壱
両
弐
分
也
右
畑
之
儀
者
我
等
屋
敷
地
ニ
致
し
度
旨
ヲ
以
稲
荷
村
勘
右
衛
門
殿
屋
敷
地
譲
請
候
処
、
則
我
等
悴
伊
三
郎
ヲ
以
百
姓
相
続
相
立
候
様
致
し
候
処
、
勝
手
ニ
付
、
貴
殿
方
悴
掃
部
殿
百
姓
相
続
方
相
願
候
処
、
御
承
知
之
由
ニ
而
、
前
書
之
譲
り
地
代
金
慥
ニ
請
取
申
候
所
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
六
実
正
也
、
然
ル
上
者
御
年
貢
役
高
掛
り
等
之
儀
者
貴
殿
方
ニ
而
御
割
付
之
通
り
御
上
納
被
成
候
而
畑
御
支
配
可
被
成
候
、
尤
右
屋
敷
地
ニ
付
御
伝
馬
向
等
ニ
迄
御
勤
可
被
成
候
、
且
古
証
文
相
添
二
通
御
渡
申
候
、
永
代
畑
御
所
持
可
被
成
候
、
此
屋
敷
ニ
付
横
合
 
違
乱
又
者
故
障
等
申
者
有
之
候
ハ
ヽ
我
等
共
罷
出
埒
明
貴
殿
方
へ
聊
ヶ
等
御
惑
迷
決
而
相
掛
ヶ
申
間
敷
候
、
為
後
日
右
勘
右
衛
門
組
合
我
等
組
合
口
入
人
加
判
連
印
一
札
差
入
候
処
仍
而
如
件
文
久
二
戌
年
鵠
沼
村
十
月
日
畑
譲
り
主
磯
七
（
印
）
同
組
頭
庄
兵
衛
（
印
）
元
勘
右
衛
門
組
合
次
郎
吉
（
印
）
稲
荷
村
羽
鳥
村
口
入
人
長
兵
衛
（
印
）
三
太
夫
殿
こ
の
時
に
譲
渡
さ
れ
た
畑
は
、
二
年
前
の
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
、
鵠
沼
村
磯
七
が
稲
荷
村
勘
右
衛
門
よ
り
金
三
二
両
二
歩
で
買
い
取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
坂
口
イ
５３
）。
稲
荷
村
と
鵠
沼
村
は
と
も
に
羽
鳥
村
の
隣
村
で
、
譲
渡
物
件
は
東
海
道
の
引
地
橋
の
向
か
い
に
あ
っ
た
。
引
地
橋
周
辺
は
道
の
両
側
に
茶
屋
な
ど
の
家
並
が
続
く
地
区
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
右
の
証
文
に
は
家
屋
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
万
延
元
年
の
譲
渡
証
文
に
は
、
敷
地
内
の
建
物
と
し
て
「
家
作
立
家
壱
軒
但
間
口
五
間
・
奥
行
五
間
半
」
と
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
譲
渡
物
件
は
、
高
額
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
地
形
が
短
冊
状
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
店
舗
用
な
い
し
は
貸
家
用
と
し
て
売
買
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
売
り
主
の
磯
七
は
当
初
悴
の
別
家
独
立
の
た
め
に
物
件
を
取
得
し
た
が
、
結
局
、「
貴
殿
方
悴
掃
部
殿
百
姓
相
続
」
と
い
う
形
で
竹
内
氏
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竹
内
氏
は
、
近
隣
神
社
の
神
主
職
や
街
道
沿
い
の
土
地
や
建
物
を
購
入
し
、
当
主
以
外
の
家
内
男
子
に
そ
れ
ら
の
支
配
を
任
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
七
図 1−1 「羽鳥村絵図」（ID 23号 1 C 147）の部分トレース図。
図 1−2 東海道引地橋周辺図
（『東海道分間延絵図』第 2巻〈東京美術、1978年〉より転載）
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
八
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
竹
内
氏
は
、
三
都
の
願
人
坊
主
の
よ
う
な
乞
食＝
勧
進
層
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
⑾
。
え
び
す
神
像
札
を
相
模
国
の
三
郡
計
六
六
ヵ
村
で
配
賦
す
る
一
方
で
、
居
村
周
辺
の
社
祠
や
神
社
を
支
配
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
竹
内
氏
は
、
親
族
集
団
で
あ
る
家
を
形
成
し
、
時
に
は
他
村
の
神
主
や
百
姓
の
家
督
も
買
得
し
、
親
族
を
そ
の
家
に
送
り
込
む
と
い
っ
た
、
多
様
な
顔
を
持
つ
家
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
竹
内
家
に
伝
来
し
た
文
書
の
中
に
は
、
土
御
門
家
配
下
の
陰
陽
師
関
係
史
料
が
何
点
か
存
在
し
て
い
る
。
定
一
天
社
神
道
占
考
広
可
相
勤
事
一
公
儀
御
法
度
之
儀
者
不
及
申
、
安
家
作
法
之
通
正
鋪
相
守
、
非
義
非
道
異
法
新
法
之
行
事
不
可
致
事
一
雖
為
子
弟
無
届
不
可
致
免
許
事
右
之
趣
堅
相
守
職
業
正
鋪
可
相
勤
者
也
土
御
門
殿
江
戸
役
所
（
印
）
安
政
二
卯
年
十
一
月
十
五
日
改
吉
川
筑
前
（
印
）
相
州
高
座
郡
引
地
村
竹
内
蔵
守
殿
江
右
の
史
料
は
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
の
陰
陽
師
竹
内
蔵
守
あ
て
の
職
札
で
あ
る
（
坂
口
イ
４４
）。
こ
の
職
札
は
包
紙
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
包
紙
の
上
書
き
に
は
「
職
札
相
州
高
座
郡
引
地
村
兼
職
竹
内
蔵
守
殿
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
職
札
に
は
端
裏
書
き
が
あ
り
、「
弘
化
二
乙
巳
年
正
月
廿
六
日
加
帳
、
嘉
永
元
戊
申
年
十
一
月
廿
八
日
組
替
、
嘉
永
二
乙
酉
年
十
一
月
廿
九
日
書
改
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
正
月
以
降
、
羽
鳥
村
引
地
の
竹
内
蔵
守
が
「
兼
職
」
と
い
う
肩
書
き
⑿
で
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
九
土
御
門
家
配
下
に
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
竹
内
蔵
守
は
、
弘
化
三
年
十
二
月
か
ら
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
頃
ま
で
、
鎌
倉
扇
谷
村
の
陰
陽
家
在
方
小
頭
役
飯
原
大
和
の
下
に
お
か
れ
て
お
り
（
坂
口
イ
３１
、
イ
１７２
）、
嘉
永
五
年
か
ら
安
政
三
年
ま
で
は
一
之
宮
村
の
小
頭
平
沢
右
内
の
組
下
に
な
っ
て
い
る
（
坂
口
イ
３５
）。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
え
び
す
社
人
の
竹
内
三
太
夫
（
伯
耆
）
家
と
竹
内
蔵
守
と
の
関
係
で
あ
る
。
蔵
守
関
係
の
史
料
が
三
太
夫
の
系
譜
を
引
く
竹
内
家
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
族
か
同
一
の
家
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の
推
論
に
立
っ
て
、
土
御
門
家
江
戸
役
所
か
ら
竹
内
家
に
発
給
さ
れ
た
現
存
す
る
約
十
年
分
の
貢
納
料
受
取
書
を
整
理
す
る
と
次
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
第
一
に
、
嘉
永
元
申
年
分
か
ら
安
政
三
辰
年
分
ま
で
の
受
取
書
は
す
べ
て
竹
内
蔵
守
あ
て
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、「
藤
沢
宿
引
地
竹
内
三
太
夫
」
あ
て
の
受
取
書
が
巳
年
と
午
年
の
二
ヶ
年
分
の
み
存
在
し
て
い
る
こ
と
（
坂
口
イ
１５０
、
イ
１５４
）
で
あ
る
。
安
政
四
年
は
巳
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
守
と
三
太
夫
は
同
一
の
家
の
者
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
竹
内
蔵
守
の
肩
書
き
に
「
兼
職
」
と
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
蔵
守
と
三
太
夫
は
同
一
人
物
│
│
壱
人
両
名
⒀
│
│
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
あ
る
い
は
、
上
述
の
別
家
三
郎
兵
衛
の
女
房
が
く
ら
と
称
し
た
こ
と
か
ら
、
蔵
守＝
く
ら
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
⒁
。
近
世
陰
陽
道
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
本
所
の
土
御
門
家
は
、
他
の
既
成
教
団
に
比
べ
て
配
下
の
編
成
・
組
織
化
が
遅
か
っ
た
た
め
に
、
地
域
で
占
い
を
行
う
様
々
な
民
間
宗
教
者
を
組
織
し
て
ゆ
く
際
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
職
業
の
者
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
関
知
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
⒂
。
配
下
の
組
織
化
が
相
対
的
に
遅
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
寛
文
期
に
え
び
す
の
本
所
支
配
権
が
確
立
し
た
西
宮
神
社
も
同
様
で
あ
る
。
西
宮
神
社
は
、
土
御
門
家
と
同
様
に
、
配
下
に
対
し
て
は
ゆ
る
や
か
な
支
配
方
式
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
配
下
の
え
び
す
社
人
は
、
家
経
営
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
他
の
百
姓
株
の
買
得
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
他
宗
派
の
勧
進
職
株
も
積
極
的
に
獲
得
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陰
陽
師
の
蔵
守
が
竹
内
三
太
夫
家
の
一
族
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
別
家
三
郎
兵
衛
の
女
房
で
あ
っ
た
可
能
性
も
浮
上
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
次
に
三
郎
兵
衛
家
に
つ
い
て
も
見
て
み
よ
う
。
次
の
史
料
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
三
月
に
、
隣
村
大
庭
村
の
養
命
寺
か
ら
竹
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
〇
（
義
）
内
信
儀
（
伯
耆
、
兵
庫
よ
り
改
名
）
と
弟
の
三
郎
兵
衛
へ
出
さ
れ
た
墓
地
譲
渡
証
文
で
あ
る
（
坂
口
イ
７０
）。
永
代
渡
シ
証
文
之
事
一
山
壱
分
五
厘
字
養
命
寺
上
墓
所
永
代
渡
地
代
金
壱
両
也
右
者
貴
殿
方
ニ
而
先
年
よ
り
病
所
ニ
致
シ
被
置
候
処
、
此
度
示
談
之
上
永
代
売
渡
シ
申
候
所
実
正
ニ
御
座
候
、
然
ル
上
ハ
御
年
貢
諸
高
掛
り
等
し
テ
貴
殿
方
ニ
而
鐚
四
十
八
文
ツ
ヽ
年
々
十
二
月
中
役
元
江
御
上
納
被
成
、
病
所
御
支
配
可
被
成
候
、
且
又
組
寺
不
及
申
ニ
横
合
 
少
茂
横
出
入
等
申
者
壱
人
も
無
御
座
候
、
為
後
日
之
組
寺
其
外
加
判
永
代
売
渡
し
証
文
入
置
申
候
所
仍
而
如
件
明
治
四
未
三
月
日
大
庭
村
病
所
渡
し
主
養
命
寺
（
印
）
羽
鳥
村
証
人
徳
昌
院
（
印
）
大
庭
村
立
会
人
秋
元
直
定
（
印
）
羽
鳥
村竹
内
信
儀
殿
弟
三
郎
兵
衛
殿
（
村
役
人
奥
書
略
）
売
渡
主
の
養
命
寺
は
、
大
庭
村
宗
賢
院
末
の
曹
洞
宗
寺
院
で
、
羽
鳥
村
の
引
地
と
は
東
海
道
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
半
ば
以
前
は
庵
室
で
あ
り
、
延
享
期
に
再
興
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
史
料
か
ら
は
、
信
義
と
三
郎
兵
衛
の
兄
弟
が
前
々
か
ら
自
家
の
廟
所
に
し
て
い
た
養
命
寺
の
墓
地
を
一
両
で
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
内
家
の
宗
判
寺
院
は
大
庭
村
の
真
言
宗
寺
院
の
成
就
院
で
あ
り
、
羽
鳥
村
百
姓
の
大
半
の
祈
禱
寺
院
も
他
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
竹
内
家
は
何
ら
か
の
理
由
で
曹
洞
宗
養
命
寺
に
廟
所
を
持
つ
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
養
命
寺
上
墓
所
の
取
得
に
関
し
て
は
、
一
年
半
前
の
明
治
二
年
十
月
に
、
次
の
よ
う
な
売
買
が
あ
っ
た
こ
と
が
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
一
分
か
る
（
坂
口
イ
６５
）。
別
書
入
置
申
一
札
之
事
一
間
口
拾
壱
間
奥
行
養
命
寺
境
拾
間
弐
尺
居
家
敷
ツ
キ
一
東
之
方
拾
間
三
尺
壱
寸
裏
口
拾
間
弐
尺
同
所
右
之
地
所
之
儀
者
貴
殿
江
永
々
相
譲
り
渡
申
処
実
正
ニ
御
座
候
、
尤
本
書
之
儀
者
畝
分
付
ニ
致
置
候
処
、
一
同
談
判
之
上
前
書
之
地
所
間
斗
ニ
而
譲
り
渡
申
候
間
、
已
来
家
作
被
成
候
共
其
節
聊
構
申
者
無
御
座
候
、
万
一
損
金
 
六
ツ
敷
儀
出
来
候
ハ
ヽ
加
判
者
罷
出
貴
殿
江
少
茂
御
苦
労
相
掛
ヶ
申
間
敷
候
、
為
後
日
一
札
入
置
組
合
加
判
依
而
如
件
折
戸
村
分
明
治
二
巳
年
十
月
日
一
札
入
主
七
左
衛
門
（
印
）
（
組
合
証
人
・
親
類
計
４
人
略
）
羽
鳥
村
三
郎
兵
衛
殿
右
は
、
大
庭
村
折
戸
の
百
姓
七
左
衛
門
が
羽
鳥
村
三
郎
兵
衛
に
下
畑
三
畝
歩
を
売
却
し
た
際
の
添
え
証
文
で
あ
る
。
本
証
文
に
は
、
マ
マ
「
御
年
貢
進
味
金
御
上
納
ニ
差
支
、
貴
殿
方
江
達
而
御
無
心
」
と
い
う
経
緯
で
、「
下
畑
三
畝
分
分
米
壱
斗
弐
升
目
字
居
屋
敷
続
キ
」
を
金
二
〇
両
の
高
値
で
三
郎
兵
衛
に
売
却
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
（
坂
口
イ
６４
）。「
已
来
家
作
被
成
候
共
其
節
聊
構
申
者
無
御
座
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
土
地
取
引
も
、
先
の
鵠
沼
村
磯
七
の
時
と
同
様
に
、
家
屋
取
得
が
主
眼
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
所
は
、
前
掲
の
養
命
寺
墓
所
と
近
い
「
養
命
寺
境
」
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
三
郎
兵
衛
家
は
、
積
極
的
に
隣
村
の
街
道
沿
い
の
土
地
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
郎
兵
衛
は
羽
鳥
村
名
主
八
郎
右
衛
門
の
地
借
で
あ
っ
た
が
、
当
時
小
作
料
減
免
訴
訟
や
質
地
請
戻
出
入
で
名
主
と
激
し
く
争
っ
て
い
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
二
た
村
の
小
作
農
と
は
性
格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
た
。
三
郎
兵
衛
は
幕
末
維
新
期
に
は
村
の
小
前
に
度
々
金
子
を
貸
し
付
け
て
お
り
、
な
か
に
は
十
五
両
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
額
の
貸
付
も
あ
る
（
坂
口
イ
６９
）。
居
家
以
外
の
不
動
産
に
何
拾
両
も
の
の
金
を
支
出
で
き
た
三
郎
兵
衛
は
、
貧
農
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
富
裕
民
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
竹
内
氏
は
、
本
家
も
分
家
も
、
居
村
と
そ
の
周
辺
に
一
定
の
財
産
を
所
有
す
る
中
上
層
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
乞
食＝
勧
進
層
に
は
あ
た
ら
な
い
。
で
は
、
え
び
す
社
人
の
竹
内
三
太
夫
（
伯
耆
）
は
、
職
株
を
所
有
す
る
の
み
で
、
廻
檀
に
は
一
切
携
わ
ら
ず
、
手
下
の
稼
ぎ
に
専
ら
吸
着
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
に
三
太
夫
が
残
し
た
財
産
目
録
で
あ
る
「
諸
品
々
改
覚
控
帳
」
に
は
表
１
に
挙
げ
た
品
々
が
含
ま
れ
て
お
り
、
神
職
を
稼
業
に
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
①
家
内
に
使
用
人
を
抱
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
②
明
和
期
に
は
「
西
宮
大
神
宮
御
像
之
札
賦
与
之
神
職
」
を
免
許
さ
れ
、
寛
政
期
に
新
た
に
疫
神
齊
と
鎮
野
狐
の
神
法
を
他
か
ら
求
め
て
い
た
こ
と
、
③
幕
末
に
陰
陽
師
の
職
株
も
所
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
常
時
廻
檀
の
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
は
配
札
現
場
に
赴
く
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
内
氏
は
、
漂
泊
の
勧
進
者
で
も
な
れ
け
ば
、
経
営
か
ら
完
全
に
遊
離
し
た
株
益
収
得
者
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
と
は
異
な
り
、
小
前
百
姓
レ
ベ
ル
ま
で
「
家
」
が
確
立
し
た
近
世
村
落
社
会
に
お
い
て
は
、
勧
進
配
札
に
従
事
す
る
者
も
「
家
」
を
形
成
し
、
居
村
に
家
族
を
持
つ
こ
と
が
珍
し
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
者
に
と
っ
て
、「
家
」
の
形
成
が
即
特
定
の
職
分
の
確
定
│
│
家
職
の
成
立
│
│
を
意
味
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
近
世
的
な
「
家
」
を
単
位
に
し
た
社
会
編
成
に
規
定
さ
れ
つ
つ
も
、
多
様
な
稼
ぎ
を
親
族
で
あ
わ
せ
行
っ
て
い
た
の
が
、
彼
ら
の
家
の
実
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表 1 元治 2年、竹内三太夫の家財書上（抄）
装束 烏帽子 2、縮緬指貫 1、肩衣装束 1、鑓 1、弓矢 1、乗物 1、大太鼓 1
神前道具
神酒徳利 4、榊立て 2、拝一面 1、蝋燭立て 2、うちならし 1、鈴 2、
三宝 6、青銅燈明 2 等
仏壇道具 壱通り
「諸品々改覚控帳」（坂口イ 57）より作成。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
三
次
章
で
は
、
分
析
視
角
を
村
の
側
に
移
し
て
、
竹
内
氏
と
村
の
無
高
層
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
二
村
の
無
高
層
羽
鳥
村
の
竹
内
三
太
夫
が
え
び
す
社
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
示
す
最
も
古
い
史
料
は
、
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
の
西
宮
神
社
の
許
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
家
に
伝
わ
る
史
料
は
天
保
期
以
降
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
十
八
世
紀
以
前
の
実
態
は
詳
ら
か
に
で
き
な
い
。
ま
た
、
羽
鳥
村
に
は
近
世
前
期
か
ら
良
質
な
名
主
文
書
が
存
在
す
る
が
、
こ
ち
ら
も
無
高
層
の
実
態
解
明
に
資
す
る
史
料
は
さ
ほ
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
村
明
細
帳
か
ら
、
近
世
前
期
よ
り
の
村
の
家
数
変
化
を
窺
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
・
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
…
家
数
三
五
軒
、
う
ち
本
百
姓
二
四
軒
・
水
呑
一
一
軒
（
ＩＤ
２３
号
２
Ｃ
３
）
・
寛
保
三
（
一
七
四
一
）
年
…
家
数
八
四
軒
、
う
ち
名
主
二
軒
・
百
姓
五
三
軒
・
水
呑
百
姓
二
五
軒
・
山
伏
四
軒
（
ＩＤ
２３
号
１
Ｄ
冊
１
）
・
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
…
竈
数
六
七
軒
、
う
ち
寺
院
・
出
家
・
夷
・
目
医
師
・
針
治
・
山
伏
各
一
軒
（
ＩＤ
２３
号
１
Ｄ
２４
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
羽
鳥
村
で
は
、
近
世
前
期
か
ら
無
高
・
水
呑
が
全
戸
の
三
分
一
程
度
は
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
は
、
近
世
中
期
に
は
ま
だ
村
の
公
文
書
に
え
び
す
（
夷
）
の
称
が
見
ら
れ
ず
、
代
わ
り
に
山
伏
が
四
軒
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
、
え
び
す
が
現
れ
る
の
は
十
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
竹
内
氏
の
家
名
で
あ
る
三
太
夫
の
名
は
十
七
世
紀
中
の
史
料
に
は
確
認
で
き
な
い
。
三
太
夫
や
三
郎
兵
衛
の
名
を
名
主
文
書
の
な
か
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）
年
の
「
鵠
沼
浜
御
鉄
炮
入
用
帳
」
に
、
村
の
高
持
百
姓
五
八
人
中
の
一
人
と
し
て
三
郎
兵
衛
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
⒃
。
ま
た
寛
保
三
年
の
「
宗
門
帳
江
書
載
高
帳
」
に
は
「
弐
石
七
斗
六
升
四
合
三
郎
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
八
世
紀
前
期
の
三
郎
兵
衛
が
後
代
の
竹
内
家
と
同
じ
血
統
だ
と
断
定
は
で
き
な
い
も
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
四
の
の
、
享
保
期
頃
に
そ
の
名
前
が
存
在
し
た
こ
と
自
体
は
指
摘
で
き
る
。
そ
の
三
郎
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
享
保
飢
饉
下
の
享
保
十
七
（
一
七
三
二
）
年
の
「
夫
食
米
代
拝
借
小
前
割
賦
印
形
帳
」
に
ふ
た
た
び
名
前
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
夫
食
代
支
給
対
象
戸
三
三
軒
の
な
か
に
三
郎
兵
衛
の
名
前
が
あ
り
、「
此
人
数
男
壱
人
・
女
弐
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
⒄
。
ま
た
、
同
年
の
「
田
方
御
年
貢
割
付
帳
反
別
名
寄
」
に
は
、
田
方
三
筆
・
取
米
四
斗
五
升
三
合
の
名
請
人
と
し
て
三
郎
兵
衛
が
記
さ
れ
て
い
る
（
ＩＤ
２３
号
１
Ｆ
冊
１６
）。
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
の
「
田
畑
高
覚
帳
」（
ＩＤ
２３
号
１
Ｅ
冊
５
）
に
は
、
三
郎
兵
衛
の
所
持
高
が
六
斗
九
升
六
合
六
勺
三
才
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
享
保
期
の
三
郎
兵
衛
家
は
、
も
と
も
と
所
持
高
三
石
に
満
た
な
い
小
家
族
の
下
層
高
持
百
姓
で
あ
っ
た
が
、
宝
暦
期
頃
ま
で
に
急
速
に
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
幕
末
の
竹
内
三
郎
兵
衛
と
享
保
期
の
三
郎
兵
衛
家
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
る
が
、
一
旦
廃
絶
し
た
三
郎
兵
衛
の
家
名
を
十
九
世
紀
頃
に
竹
内
氏
の
庶
流
が
継
い
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
三
太
夫
に
関
し
て
は
村
の
高
持
百
姓
の
中
に
は
一
切
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
村
方
文
書
で
三
太
夫
の
名
を
確
認
で
き
る
古
い
史
料
は
、
享
保
元
年
な
い
し
は
十
三
年
と
推
定
さ
れ
る
「
羽
鳥
村
往
還
通
百
姓
申
口
」
で
あ
る
（
ＩＤ
２３
号
１
Ｃ
１８
）。
そ
の
史
料
は
、
三
河
岡
崎
藩
士
が
街
道
を
通
行
し
た
際
に
起
き
た
刀
傷
事
件
に
関
す
る
羽
鳥
村
惣
百
姓
の
連
印
口
上
書
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
三
太
夫
の
名
前
と
捺
印
が
あ
る
。
ま
た
や
や
時
代
を
下
っ
て
、
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
の
「
後
高
割
 
家
別
集
帳
」
に
も
、
八
五
名
の
な
か
の
一
人
と
し
て
三
太
夫
の
名
前
が
見
ら
れ
る
（
ＩＤ
２３
号
３
Ｂ
２
）。
そ
の
時
の
集
銭
額
の
分
布
は
表
２
の
通
り
で
あ
り
、
三
太
夫
は
最
多
人
数
の
二
〇
文
に
該
当
す
る
。
銭
額
の
算
出
が
高
割
と
家
別
割
の
併
用
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
二
〇
文
の
者
が
無
高
、
そ
れ
以
上
の
層
が
高
持
百
姓
、
一
〇
文
未
満
は
入
作
等
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
三
太
夫
の
名
は
各
年
の
「
御
年
貢
米
 
小
作
米
斗
立
請
取
帳
」
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の
三
太
夫
家
も
や
は
り
田
畑
請
作
を
行
わ
な
い
脱
農
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
史
料
も
見
て
み
よ
う
（
ＩＤ
２３
号
２
Ｃ
５９
）。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
五
口
書
之
事
一
四
（
虫
損
）
よ
り
藤
沢
領
家
町
吉
兵
衛
方
ニ
而
法
林
と
申
者
、
私
と
近
付
キ
（
比
丘
尼
）
罷
成
、
五
月
中
旬
頃
よ
り
稲
荷
村
名
主
喜
右
衛
門
店
ゆ
り
ひ
く
に
又
者
同
店
（
比
丘
尼
）
清
あ
ん
ひ
く
に
方
罷
在
候
得
而
、
私
方
江
出
入
仕
弟
子
被
成
下
候
様
ニ
相
願
候
得
共
、
年
不
相
応
殊
ニ
慥
成
請
人
茂
無
御
座
候
故
、
弟
子
ニ
不
仕
候
処
、
今
月
九
日
ニ
遠
方
執
行
罷
出
候
跡
ニ
而
、
十
日
夜
八
つ
時
、
本
村
之
内
名
主
八
郎
左
衛
門
屋
敷
之
内
江
紛
レ
入
候
所
ニ
、
被
捕
、
御
吟
味
之
上
不
届
之
申
分
、
殊
ニ
あ
た
可
致
由
口
強
申
募
り
候
故
、
大
勢
立
会
住
所
御
尋
被
成
候
得
者
、
私
弟
子
之
由
申
候
故
、
依
之
私
留
主
江
御
預
ヶ
五
人
組
江
御
断
被
成
候
故
、
五
人
組
中
 
私
執
行
之
先
江
飛
脚
参
候
間
、
を
と
ろ
き
入
罷
帰
り
段
々
詮
儀
仕
罷
在
候
処
ニ
、
過
ル
九
日
夜
辻
堂
村
宝
珠
寺
江
夜
盗
ニ
入
物
数
六
品
盗
取
候
得
而
、
稲
荷
村
喜
右
衛
門
店
長
元
与
申
山
伏
為
使
与
同
断
藤
右
衛
門
店
茂
兵
衛
与
申
者
ニ
右
雑
物
之
内
ひ
と
へ
物
布
子
弐
色
銭
五
百
文
質
物
ニ
入
置
候
処
、
同
月
十
一
日
ニ
質
取
主
茂
兵
衛
、
あ
め
売
商
人
ニ
右
之
内
ひ
と
へ
物
壱
ツ
銭
三
百
八
文
ニ
売
渡
シ
候
、
右
之
あ
め
売
ひ
と
へ
物
を
着
十
三
日
ニ
辻
堂
村
江
商
ニ
罷
越
申
候
、
則
見
付
ら
れ
詮
儀
被
成
、
売
主
方
江
相
断
候
得
者
、
右
長
元
質
物
に
入
候
段
紛
無
御
座
候
、
法
林
盗
候
段
紛
無
御
座
候
、
依
之
御
尋
ニ
付
口
書
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上
丑
七
月
十
四
日
養
宝
院
（
印
）
右
養
宝
院
口
書
差
上
候
通
り
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上
五
人
組
宝
泉
坊
（
印
）
吉
右
衛
門
（
印
）
表 2 集銭額の分布
銭額（文） 人数
130～159
100～119
80～99
60～79
40～59
30～39
21～29
20
1～9
2
3
5
6
14
11
17
23
4
「後高割 家別集帳」
（ID 23号 3 B 2）より作成。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
六
三
太
夫
（
印
）
八
之
助
（
印
）
孫
左
衛
門
（
印
）
名
主
中
清
兵
衛
（
印
）
組
頭
中
左
兵
衛
（
印
）
右
は
、
連
印
者
の
名
前
か
ら
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。
差
出
人
は
羽
鳥
村
の
山
伏
養
宝
院
で
あ
り
、
三
太
夫
や
宝
泉
坊
な
ど
五
人
組
の
多
く
は
借
家
層
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
、
藤
沢
宿
の
借
家
坊
主
法
林
が
羽
鳥
村
名
主
宅
へ
の
夜
盗
の
疑
い
で
捕
ら
え
ら
れ
、
法
林
か
ら
一
方
的
に
師
匠
と
さ
れ
た
養
宝
院
が
法
林
の
余
罪
に
つ
い
て
羽
鳥
村
村
役
人
に
証
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
か
ら
は
、
法
林
が
稲
荷
村
の
店
借
比
丘
尼
や
山
伏
の
長
元
と
交
遊
関
係
に
あ
り
、
養
宝
院
も
そ
の
店
借
宗
教
者
た
ち
と
縁
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
稲
荷
村
は
引
地
橋
の
対
岸
に
あ
る
隣
村
で
、
引
地
橋
の
た
も
と
に
は
、
三
太
夫
ら
の
居
た
字
引
地
と
同
じ
く
、
茶
屋
や
家
並
み
が
続
い
て
い
た
。「
遠
方
執
行
罷
出
」
中
の
養
宝
院
の
滞
在
先
を
三
太
夫
ら
五
人
組
の
者
が
知
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
職
分
の
違
い
を
越
え
た
地
縁
的
日
常
的
な
つ
な
が
り
が
彼
ら
の
間
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
藤
沢
宿
か
ら
程
近
い
街
道
筋
村
々
の
借
家
住
ま
い
の
宗
教
者
た
ち
は
、
都
市
下
層
社
会
に
通
じ
る
町
場
的
世
界
に
起
居
し
て
お
り
、
三
太
夫
も
養
宝
院
ら
と
同
じ
環
境
に
暮
ら
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
で
は
、
右
の
よ
う
な
借
家
層
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
、
宗
門
人
別
改
帳
な
ど
が
残
る
幕
末
期
の
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
表
３
は
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
の
宗
門
人
別
改
帳
と
五
人
組
帳
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
で
（
ＩＤ
２３
号
３
Ｄ
６
）、
表
の
備
考
欄
に
は
、
万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
の
名
主
の
施
行
帳
に
記
載
さ
れ
た
者
と
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
の
質
地
請
戻
出
入
で
の
小
前
連
印
詫
証
文
に
現
れ
る
者
と
を
示
し
た
⒅
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
七
第
一
に
、
檀
那
寺
に
着
目
す
る
と
、
高
持
百
姓
の
大
半
は
、
宗
賢
院
（
大
庭
村
・
曹
洞
宗
）
か
徳
昌
院
（
羽
鳥
村
・
宗
賢
院
末
）・
宝
珠
寺
（
辻
堂
村
・
真
言
宗
）
の
檀
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
対
し
て
、
地
借
・
店
借
の
場
合
は
、
特
定
の
寺
に
偏
ら
ず
、
近
隣
宿
村
の
寺
院
に
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
成
就
院
（
大
庭
村
・
真
言
宗
）
の
よ
う
に
、
羽
鳥
村
に
三
戸
以
下
の
檀
家
し
か
持
た
な
い
寺
院
を
見
る
と
、
一
寺
を
例
外
に
し
て
、
全
て
の
寺
で
檀
家
が
無
高
層
に
な
っ
て
い
る
。
町
場
化
し
た
村
で
は
他
村
か
ら
の
転
入
者
が
地
借
や
店
借
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
未
だ
農
村
色
の
濃
か
っ
た
羽
鳥
村
に
お
い
て
も
、
無
高
層
の
一
定
数
は
他
村
か
ら
の
転
入
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
竹
内
氏
に
つ
い
て
は
、
成
就
院
檀
家
が
村
内
で
他
に
一
軒
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
竹
内
氏
も
近
世
前
中
期
の
あ
る
段
階
で
羽
鳥
村
に
来
住
し
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。
第
二
に
、
五
人
組
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
一
〇
ヶ
組
あ
る
う
ち
、
高
持
だ
け
の
組
（
Ｈ
型
）
な
い
し
は
無
高
層
だ
け
の
組
（
Ｊ
型
）
が
計
七
ヶ
組
で
あ
る
の
に
対
し
、
両
者
が
混
在
す
る
組
（
ＨＪ
型
）
は
わ
ず
か
三
ヶ
組
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
羽
鳥
村
で
は
高
持
か
否
か
が
が
組
編
成
上
の
重
要
な
指
標
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｈ
型
の
組
は
概
ね
五
戸
前
後
で
編
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｊ
型
と
ＨＪ
型
の
組
で
は
偏
差
が
大
き
く
、
戸
数
も
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
１０
ＨＪ
組
は
、
戸
数
が
一
六
に
達
す
る
う
え
に
店
借
も
多
く
、
地
借
・
店
借
を
寄
せ
集
め
た
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
羽
鳥
村
で
は
近
世
を
通
じ
て
地
借
・
店
借
層
が
村
全
戸
の
約
三
分
一
か
ら
半
分
程
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
編
成
方
法
は
単
一
で
は
な
く
、
同
じ
無
高
層
で
あ
っ
て
も
扱
い
に
差
異
が
み
ら
れ
る
。
第
三
に
、
借
家
人
と
貸
家
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
地
借
二
〇
戸
と
店
借
一
戸
を
抱
え
て
い
た
名
主
八
郎
右
衛
門
家
が
村
内
で
突
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
八
郎
右
衛
門
以
外
の
貸
家
人
は
せ
い
ぜ
い
二
戸
程
度
の
借
家
数
で
あ
り
、
拓
蔵
（
№
３５
）・
伝
次
郎
（
№
３７
）
の
所
属
す
る
７
ＨＪ
組
や
、
源
左
衛
門
（
№
４０
）
の
所
属
す
る
１０
ＨＪ
組
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
貸
家
人
と
そ
の
借
家
人
が
同
じ
五
人
組
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
五
人
組
の
編
成
に
は
大
家
・
店
子
関
係
も
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
第
四
に
、
第
二
の
点
と
関
わ
っ
て
、
村
内
の
下
層
民
は
い
わ
ゆ
る
半
プ
ロ
層
と
脱
農
層
と
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
羽
鳥
村
で
は
慶
応
期
に
大
規
模
な
質
地
請
戻
出
入
が
起
き
て
お
り
、
慶
応
二
年
二
月
に
三
七
名
の
小
前
が
名
主
に
詫
状
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
う
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
八
表 3 元治 2年 羽鳥村居住者の所持高・檀那寺・五人組
番号 名前 所持高 檀那寺 五人組 人数 備考
45 つね 0.03 宝珠寺 1 H 1 施
46 平兵衛 1地借 宝珠寺 6 J 4 質
47 常吉 1地借 宝珠寺 9 HJ 5
48 富蔵 1地借 宝珠寺 1 H 8 質
49 市左衛門 0.55 宝珠寺 4 H 5 質
50 源助 0.04 宝珠寺 9 HJ 8 施質
51 滝蔵 0.96 宝珠寺 9 HJ 9 質
52 所左衛門 0.05 宝珠寺 1 H 2 施質
53 富五郎 1地借 宝珠寺 9 HJ 6
54 八平 7.25 宝珠寺 7 HJ 7
55 吉五郎 40店借 宝珠寺 10 HJ 4 施
56 文次郎（定七） 1.8 宝珠寺 10 HJ 6 質
57 とよ（利吉）40店借 宝珠寺 10 HJ 5 大工
58 松五郎 1地借 宝泉寺 6 J 7 質
59 竹内伯耆 1地借 成就院 6 J 6 えびす
60 半次郎 1地借 成就院 6 J 7 施
61 三郎兵衛 1地借 成就院 6 J 2
62 喜助 1地借 広徳寺 10 HJ 4 施
63 亀吉 平次郎店借 広徳寺 10 HJ 4
64 勇次郎 0.01 常光寺 5 H 6 施質
65 たつ 1地借 常光寺 10 HJ 4
66 久次郎 0.79 常光寺 5 H 7 施質
67 福松 1地借 常光寺 10 HJ 3 施
68 栄蔵 0.99 常光寺 5 H 5 施
69 儀兵衛 0.78 常光寺 7 HJ 11 質
70 新五郎 磯七店借 常光寺 6 J 6
71 鉄次郎 1地借 常光寺 10 HJ 5
72 平左衛門 1地借 常光寺 10 HJ 1
73 久次郎 0.52 妙善寺 8 H 6
74 又右衛門 0.93 妙善寺 8 H 9 施質
75 鉄次（太）郎 1地借 万福寺 10 HJ 3
76 引地坂 文吉 41地借 養命寺 6 J 3 伊勢吉店借
77 伊蔵 1地借 本在寺 10 HJ 4 平左衛門店
「宗門人別御改帳・御仕置五人組帳」（ID 23号 3 D 6）
より作成。
註
1．所持高欄の単位は石。地借店借の先頭に付く数
字は大家貸主の番号を表す。
2．五人組欄の数字は組の通番号を意味し、H は百
姓のみ、J は地借・店借のみ、HJ は混在の組を
表す。
3．人数欄の括弧内数値は下男・下女の人数。
4．備考欄の施は万延 2年の施行対象者、質は慶応 2
年質地騒動での小前側関係者。
番号 名前 所持高 檀那寺 五人組 人数 備考
1 八郎右衛門 113.2 宗賢院 － 13（6）名主
2 治郎吉 0.42 宗賢院 8 H 8 施、豆腐屋
3 八左衛門 2.45 宗賢院 10 HJ 7 質
4 小三郎 1別家 宗賢院 － 9（2）組頭
5 儀右衛門 0.88 宗賢院 2 H 5 施
6 与左衛門 0.67 宗賢院 2 H 6 施
7 菊次郎 5.1 宗賢院 3 H 6 質
8 巳之助 2.3 宗賢院 － 8 百姓代
9 新左衛門 0.37 宗賢院 4 H 5 施質
10 惣兵衛 2.48 宗賢院 7 HJ 7 施質
11 平兵衛 0.34 宗賢院 3 H 4 質
12 仙蔵 0.21 宗賢院 3 H 5 施質
13 与兵衛 3.83 宗賢院 3 H 5 施質
14 小兵衛 0.97 宗賢院 5 H 6 施質
15 卯之助 0.41 宗賢院 4 H 2
16 勘右衛門 3.97 宗賢院 3 H 7
17 市三郎 3.32 宗賢院 2 H 4 施質
18 七五郎 0.35 宗賢院 8 H 3 施質
19 常次郎 0.28 宗賢院 8 H 8 施質
20 甚右衛門 5.68 宗賢院 5 H 4 質
21 米蔵（兼松） 0.05 宗賢院 7 HJ 4 質
22 元次郎 1地借 宗賢院 10 HJ 3
23 教随 37地借 宗賢院 7 HJ 1
24 藤蔵 1地借 宗賢院 9 HJ 3 施
25 大吉 0.09 宗賢院 9 HJ 4 質
26 庄次郎 0.125 宗賢院 8 H 4 施
27 乙次郎 0.125 宗賢院 8 H 6 質
28 栄次 1地借 宗賢院 9 HJ 2
29 与市 1地借 宗賢院 6 J 5 質
30 金蔵 0.22 宗賢院 4 H 2
31 友次郎 0.53 宗賢院 4 H 1
32 わき 1地借 宗賢院 10 HJ 6
33 佐十郎 0.15 徳昌院 1 H 8 施質
34 吉右衛門 0.62 徳昌院 2 H 5 質
35 拓蔵 0.15 徳昌院 7 HJ 7
36 喜三郎 1地借 徳昌院 － 1 出稼
37 伝次郎 2.98 徳昌院 7 HJ 2 質
38 祐光 35店借 徳昌院 7 HJ 2 修験
39 熊次郎 1店借 深勝寺 10 HJ 4 施
40 源左衛門 2.73 宝珠寺 10 HJ 8
41 平右衛門 10.55 宝珠寺 － 10
42 八右衛門 0.31 宝珠寺 1 H 3 質
43 つた（甚蔵） 0.17 宝珠寺 1 H 2 施質
44 伊勢松（吉）41別家 宝珠寺 6 J 4 質
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
一
九
ち
三
四
名
が
右
の
宗
門
人
別
改
帳
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
大
半
は
零
細
な
高
持
百
姓
で
あ
り
、
無
高
層
で
騒
動
に
加
わ
っ
た
者
は
六
名
に
す
ぎ
な
い
。
当
時
の
羽
鳥
村
に
は
大
工
・
紺
屋
・
鋳
掛
屋
な
ど
の
店
借
職
人
や
小
商
人
が
居
住
し
て
い
た
が
、
管
見
の
限
り
、
騒
動
に
関
係
し
た
無
高
の
六
名
は
諸
職
人
・
小
商
人
ら
と
は
一
致
し
な
い
。
竹
内
家
も
騒
動
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
家
も
同
じ
く
脱
農
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
無
高
層
の
な
か
に
は
、
万
延
二
年
の
村
方
施
行
の
際
に
、
要
救
済
者
に
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
者
が
比
較
的
多
く
存
在
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
羽
鳥
村
の
百
姓
は
高
持
と
無
高
で
大
き
く
区
別
さ
れ
、
無
高
層
の
な
か
に
は
さ
ら
に
半
プ
ロ
層
と
脱
農
層
と
い
う
性
格
の
異
な
る
も
の
が
存
在
し
た
。
無
高
層
の
う
ち
、
店
借
を
中
心
と
す
る
脱
農
層
に
は
近
隣
か
ら
の
来
住
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
か
に
は
施
行
救
済
を
必
要
と
し
な
い
富
裕
な
無
高
も
存
在
し
た
。
竹
内
氏
は
そ
う
し
た
富
裕
な
無
高
民
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
次
に
、
文
久
二
年
の
「
御
上
洛
ニ
付
家
数
畳
数
間
口
奥
行
取
調
控
帳
」（
ＩＤ
２３
号
１
Ｄ
冊
５
）
か
ら
、
無
高
層
が
多
く
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
街
道
筋
の
家
並
み
の
状
況
を
窺
っ
て
み
た
い
（
表
４
）。
こ
の
史
料
は
、
翌
年
の
将
軍
家
茂
上
洛
に
備
え
て
、
羽
鳥
村
北
東
の
字
引
地
か
ら
北
西
の
字
四
ッ
谷
ま
で
の
家
々
を
家
並
み
順
に
書
き
上
げ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
表
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
し
て
、
①
竹
内
氏
の
家
屋
敷
が
あ
る
字
引
地
は
地
借
や
店
借
が
比
較
的
集
中
す
る
地
区
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
三
太
夫
と
三
郎
兵
衛
の
屋
敷
は
ほ
ぼ
隣
あ
わ
せ
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
、
③
各
家
の
敷
地
は
都
市
の
両
側
町
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
短
冊
状
の
街
区
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
④
家
屋
敷
の
大
き
さ
は
六
畳
か
ら
五
〇
畳
ま
で
多
様
で
あ
り
、
地
借
で
あ
っ
て
も
四
〇
畳
を
超
え
る
広
い
屋
敷
を
持
つ
者
が
い
た
こ
と
、
⑤
七
二
軒
中
一
六
軒
に
は
、「
上
」
や
「
中
」
と
い
っ
た
註
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
上
」「
中
」
の
註
記
は
、
史
料
が
翌
年
の
将
軍
上
洛
に
備
え
た
行
路
調
査
書
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
休
泊
用
家
屋
と
し
て
の
等
級
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
個
別
に
見
て
行
く
と
、
福
松
や
平
左
衛
門
な
ど
の
よ
う
に
、
地
借
で
あ
り
な
が
ら
「
上
」
と
さ
れ
た
者
も
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
註
記
の
あ
る
者
は
、
一
例
を
除
い
て
全
員
万
延
二
年
の
施
行
対
象
か
ら
も
れ
て
お
り
、
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
〇
表 4 文久 2年、羽鳥村の家屋改
番号 名前 間口×奥行 畳数 雪隠 註 種別 施行
41 鉄二郎 6×3.5 18 上 中 地借
42 喜助 5×2.5 6 下 地借 ○
43 金太郎 9×3.5 12 下 ○
44 鉄 8.5×4.5 16 下
45 熊 4×3 6
46 八左衛門 6×6 38 上 上 2.45
2階26
47 平左衛門 4×7.5 46 上 上 地借
48 平治右衛門 8×4.5 29 上 上
49 佐十郎 7×3.5 18 下 0.15 ○
50 本村 所左衛門 5×3 6 下 0.05 ○
51 源次郎 8×3.5 21 上 地借
52 富蔵 6.5×2.5 18 下 0.38
53 つた 0.17 ○
54 八右衛門 7×3.5 18 下 0.31
55 役人 平右衛門 7×4 20 下
56 義右衛門 7×3.5 18 下 0.88 ○
57 市三郎 7.5×3.5 19 上 3.32 ○
58 佐吉
59 安左衛門 8×3.5 20 下
60 与兵衛 8×3.5 20 上 3.83 ○
61 善兵衛 9×6 34 上 上
62 仙蔵 7×3.5 26 下 0.21 ○
63 長右衛門・
新左衛門
6×3 12 下 0.37
64 善右衛門 7×3 16 下
65 久保ノ 久太郎 7.5×3.5 16 下
66 甚右衛門 7.5×5 23 上 中 5.68
67 市左衛門 7×4 20 下 0.55
68 卯之助
69 徳昌院 6.5×5 36 下 上
70 与左衛門 7×3 16 下 0.67 ○
71 八郎右衛門 10×6 50 上・上 上 113.2
「御上洛ニ付家数畳数間口奥行取調控帳」（ID 23号 1
D 冊 5）より作成。
種別欄は、元治 2年宗門改人別帳で確認できた者の
み記載した。数値は所持高。
番号 名前 間口×奥行 畳数 雪隠 註 種別 施行
1 引地 半次 3×4 8 上 地借 ○
2 引地 新蔵 5×2.5 8 下
3 三太夫（竹内） 5×2.5 21 上 中 地借
4 三郎兵衛（竹内）4.5×2.5 14 下 地借
5 引地 松五郎 4.5×2.5 7 下 地借
6 豊二郎 6.5×3.5 12 下 借 ○
7 米蔵・伊勢吉 8×2.5 13 上 別家
8 惣兵衛 6.5×3 8 下 2.48 ○
9 常吉 3.5×4 8 下 地借
10 儀兵衛 5×3.5 6 下 0.78
11 小兵衛 7.5×4 16 下 0.97 ○
12 伝四郎 6×2.5 12 下
13 角宝院 4×3.5 8 下 ○
14 紺屋 8×4.5 16 上 中 借
15 柘蔵 8×6 16 上 0.15
16 伊之助 3.5×4.5 12 上 2.3 ○
17 又右衛門 6.5×4 16 上 0.93 ○
18 徳二郎 2.5×4 8 下 ○
19 七五郎 4.5×4.5 16 下 0.35 ○
20 常二郎 7.5×3 18 上 0.28
21 常二郎店 6×2.5 9 下 ○
22 乙松 7.5×3.5 22 下
23 次郎吉（豆腐屋） 8×3 18 下 0.42 ○
24 源助 5.5×3 13 0.04 ○
25 小三郎 6×6 30 上・下 上 別家 ○
26 栄吉 4×4 12 上 中
27 菱田屋 7.5×7.5 40 上 上
28 勇二郎 2.5×3 6 上 0.01 ○
29 常吉 5×3 11 上 地借
30 栄吉 6×4 10 下
31 藤蔵 4×2.5 12 上 地借 ○
32 岩吉（桶屋） 3.5×2.5 6 下 借
33 安吉 5×4 10 中 借
34 同上 3×2 12 上
35 大吉 4.5×5.5 16 下
36 四ッ屋 栄吉 4.5×2 6 下
37 源左衛門店 4×2 8 下 2.73
38 万右衛門 6×2.5 12 下 店借 ○
39 福松 7×5.5 56 上 上 地借
40 定七 3×4.5 16 上 中
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
一
無
高
で
は
あ
っ
た
が
、
経
済
的
に
は
裕
福
な
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
羽
鳥
村
の
集
落
は
、
東
海
道
に
沿
っ
て
展
開
す
る
街
村
の
景
観
を
な
し
て
い
た
。
家
並
み
の
な
か
に
は
何
軒
も
の
茶
屋
が
あ
り
、
店
借
住
民
を
居
住
さ
せ
る
貸
家
も
存
在
し
た
。
幕
末
に
竹
内
氏
が
買
い
求
め
た
土
地
や
家
屋
は
、
そ
う
し
た
家
々
が
集
ま
る
引
地
橋
の
周
辺
に
あ
っ
た
。
竹
内
氏
は
当
初
は
貧
困
な
勧
進
宗
教
者
家
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
幕
末
に
は
無
高
層
の
な
か
の
有
力
民
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
触
下
の
平
社
人
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
竹
内
氏
は
え
び
す
社
人
の
な
か
で
も
上
層
と
考
え
ら
れ
る
触
頭
の
家
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
本
章
で
は
、
竹
内
氏
に
統
括
さ
れ
て
い
た
平
社
人
の
例
と
し
て
、
三
浦
郡
菊
名
村
の
小
原
左
門
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
⒆
。
小
原
左
門
は
、
元
禄
期
か
ら
え
び
す
願
人
を
勤
め
る
古
い
家
⒇
で
あ
り
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
十
月
時
点
で
、
檀
家
を
二
五
ヵ
村
で
計
一
四
九
一
軒
持
つ
家
で
あ
っ
た
21
。
近
世
後
期
に
お
け
る
左
門
の
菊
名
村
で
の
所
持
地
は
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
「
御
水
帳
之
写
シ
金
左
衛
門
組
名
寄
帳
」
に
よ
れ
ば
、
田
地
二
畝
五
歩
・
畑
地
四
畝
一
五
歩
で
、
合
計
高
四
斗
五
升
九
合
九
勺
と
な
っ
て
い
る
（
表
５
）。
計
五
筆
の
所
持
地
の
う
ち
、
字
弐
た
ん
田
の
上
田
二
畝
五
歩
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
二
畝
が
上
畑
成
と
な
っ
て
い
る
。
所
持
地
の
大
半
が
畑
地
で
あ
り
、
ま
た
、
畑
地
四
畝
一
五
歩
分
の
分
米
に
「
清
六
江
入
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
作
徳
の
ほ
と
ん
ど
は
他
の
百
姓
に
渡
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
左
門
は
、
幕
末
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
の
「
宗
旨
人
別
改
帳
」
で
は
所
持
高
二
斗
四
升
、
同
じ
く
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
で
は
高
一
斗
四
升
と
、
幕
末
維
新
期
に
徐
々
に
所
持
高
を
減
ら
し
て
き
て
い
る
が
、
高
持
百
姓
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
二
左
門
家
の
家
族
構
成
は
、
元
治
二
年
段
階
で
、
左
門
（
三
七
歳
）
と
弟
鉄
蔵
（
二
五
歳
）
の
二
人
家
族
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
五
年
後
の
明
治
三
年
で
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
他
地
域
で
は
、
親
族
の
う
ち
え
び
す
の
職
株
を
持
つ
成
年
男
子
を
別
家
扱
い
に
す
る
例
22
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
左
門
の
場
合
も
同
様
に
、
別
家
の
形
で
親
族
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
菊
名
村
に
は
文
政
期
以
降
の
村
明
細
帳
が
数
点
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
左
門
と
村
内
の
西
宮
社
に
関
す
る
記
載
を
見
て
み
よ
う
23
。
〔
文
政
四
年
〕
一
神
社
八
ヶ
所
（
内
訳
の
五
社
略
）
右
五
社
当
村
鎮
守
ニ
御
座
候
、
御
幣
ハ
別
当
納
申
候別
当
大
宝
院
水
間
権
現
宮
別
当
永
楽
寺
白
山
権
現
宮
別
当
法
昌
寺
西
之
宮
社
人別
当
左
門
（
中
略
）
京
都
聖
護
院
末
本
山
修
験
壱
軒
相
州
小
田
原
玉
瀧
坊
霞
下
大
宝
院
夷
太
夫
壱
軒
社
人
左
門
表 5 文化 8年菊名村小原左門の所持地
地目等級 反別 補記・その他 分米（石）
上田
上畑
下下畑
新畑
新屋敷
2畝 5歩
12歩
2畝
1畝 12歩
21歩
清七へ入／内 2畝上畑成
屋敷添
皆ノ久保
皆ノ久保
甚左衛門へ入
0.2599
0.0280
0.0600
0.0420
0.0700
合計高 0.4599
「御水帳之写シ金左衛門組名寄帳」（石井師士氏所蔵文書）よ
り作成。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
三
〔
明
治
三
年
〕西
之
宮
壱
ヶ
所
御
見
捨
地
、
但
長
五
間
横
三
間
神
主
小
原
左
門
（
中
略
）
神
職
弐
戸
但
、
下
戸
此
人
別
八
人
鎮
守
宮
社
神
主
下
高
六
斗
五
升
五
合
菊
地
静
家
内
六
人
下
男
・
下
女
無
御
座
候
西
之
宮
大
神
神
主
下
高
壱
斗
四
升
小
原
左
門
家
内
弐
人
下
男
・
下
女
無
御
座
候
菊
名
村
の
西
之
宮
社
は
村
内
八
社
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
長
五
間
・
横
三
間
の
社
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
西
之
宮
社
を
、
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
段
階
で
は
、「
夷
太
夫
」
の
左
門
が
別
当
支
配
す
る
形
に
な
っ
て
い
た
が
、
神
仏
分
離
後
の
明
治
三
年
に
な
る
と
、
鎮
守
宮
社
の
神
主
菊
地
静
と
並
ぶ
神
主
と
し
て
小
原
左
門
が
支
配
す
る
形
に
変
わ
っ
て
い
る
。
羽
鳥
村
の
竹
内
家
は
明
治
二
年
に
村
方
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
羽
鳥
村
鎮
守
社
の
神
主
に
な
っ
て
い
る
が
24
、
そ
れ
と
同
様
に
、
菊
名
村
に
お
い
て
も
維
新
期
に
え
び
す
社
人
の
地
位
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
菊
地
静
は
、
修
験
大
宝
院
の
系
譜
を
引
き
、
明
治
元
年
に
神
主
に
な
っ
た
菊
地
中
務
と
考
え
ら
れ
る
25
。
ま
た
、
明
治
三
年
の
史
料
で
は
、
小
原
左
門
と
菊
地
静
は
と
も
に
「
下
戸
」
と
さ
れ
、
下
男
・
下
女
を
抱
え
て
い
な
い
。
同
年
の
菊
名
村
は
全
体
で
上
三
戸
・
中
一
一
戸
・
下
七
四
戸
で
あ
る
た
め
、
小
原
左
門
は
、
村
の
大
多
数
を
占
め
る
下
層
民
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
下
戸
」
と
は
い
え
、
左
門
は
名
子
・
被
官
の
よ
う
な
従
属
農
民
で
も
な
け
れ
ば
、
乞
食＝
勧
進
層
で
も
な
か
っ
た
。
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
四
名
主
善
右
衛
門
組
村
役
人
善
右
衛
門
同
七
左
衛
門
（
中
略
）
本半 
役
治
兵
衛
本
役
左
門
本半 
役
与
惣
左
衛
門
（
中
略
）
〆
拾
七
軒
内
村
役
弐
軒
半
役
五
軒
右
は
、
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
の
「
家
別
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
名
主
善
右
衛
門
組
に
関
す
る
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
当
時
菊
名
村
は
四
つ
の
小
組
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
四
組
で
計
八
〇
軒
（
内
二
軒
は
無
跡
）
の
家
が
存
在
し
た
。
一
般
に
こ
の
種
の
史
料
は
、
村
内
の
各
戸
を
本
役
・
半
役
・
無
役
な
ど
の
役
家
区
分
に
分
類
し
て
総
役
家
数
を
算
出
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
が
、
こ
の
史
料
も
同
様
で
あ
る
。「
家
別
帳
」
に
は
天
保
十
五
年
以
降
寅
年
ま
で
の
総
役
家
数
変
化
が
書
か
れ
て
お
り
、
個
々
の
百
姓
に
つ
い
て
は
、
右
の
治
兵
衛
な
ど
の
よ
う
に
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
寅
年
が
天
保
十
五
年
か
ら
直
近
の
寅
年
で
あ
る
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
だ
と
す
る
と
、
最
低
で
も
十
年
間
の
変
更
内
容
が
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
保
十
五
年
の
村
全
体
で
は
、
村
役
人
（
役
免
除
）
三
、
半
役
一
三
、
寺
院
三
、
無
役
・
無
跡
六
、
本
役
五
五
と
な
っ
て
お
り
、
半
役
や
無
役
・
無
跡
と
い
っ
た
一
軒
前
の
役
負
担
能
力
を
持
た
な
い
家
が
村
内
に
相
当
数
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
右
の
史
料
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
左
門
が
天
保
十
五
年
か
ら
一
貫
し
て
本
役
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
五
と
で
あ
る
。
左
門
は
役
負
担
を
逃
れ
た
「
寺
院
」
三
軒
（
法
昌
寺
・
永
楽
寺
・
修
験
大
宝
院
）
と
は
明
ら
か
に
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
左
門
は
所
持
石
高
こ
そ
僅
少
で
あ
っ
た
が
、
れ
っ
き
と
し
た
一
軒
前
の
高
持
百
姓
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
夷
太
夫
」
の
左
門
が
、
修
験
な
ど
と
は
違
っ
て
、
本
百
姓
扱
い
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
五
人
組
帳
で
も
確
認
で
き
る
。
慶
応
四
年
の
「
御
仕
置
五
人
組
帳
」
で
は
、
左
門
は
他
の
百
姓
六
人
と
と
も
に
甚
左
衛
門
を
頭
と
す
る
五
人
組
に
加
え
ら
れ
て
い
る
（
表
６
）。「
家
別
帳
」
で
甚
左
衛
門
組
の
者
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
七
人
は
い
ず
れ
も
本
役
と
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
り
、
所
属
す
る
小
組
は
善
右
衛
門
組
か
九
郎
左
衛
門
組
に
な
っ
て
い
る
。
村
役
人
家
や
修
験
な
ど
の
宗
教
者
が
村
の
五
人
組
編
成
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
な
か
、
え
び
す
の
左
門
は
本
役
の
高
持
百
姓
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
村
の
一
軒
前
の
本
百
姓
と
も
な
れ
ば
当
然
村
入
用
帳
に
も
連
印
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
元
治
二
（
一
八
六
五
）
年
の
「
村
入
用
夫
銭
帳
」
の
帳
末
連
印
部
分
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
右
者
去
子
年
村
入
用
夫
銭
名
主
年
寄
惣
百
姓
立
合
相
改
勘
定
仕
候
処
相
違
無
御
座
候
、
右
ニ
付
後
日
出
入
ヶ
間
敷
儀
申
間
敷
候
、
依
而
村
役
人
惣
百
姓
連
印
仕
候
処
如
件
右
村
元
治
弐
丑
年
四
月
百
姓
作
右
衛
門
（
印
）
（
三
八
名
略
）
同
甚
左
衛
門
（
印
）
同
惣
八
（
印
）
同
喜
助
（
印
）
表 6 慶応 4年五人組帳での甚左衛門組構成員
名前 村小組 役家 その他
杢兵衛
惣八
小四郎
彦五郎
喜助
左門
甚左衛門
善右衛門組
九郎左衛門組
九郎左衛門組
九郎左衛門組
善右衛門組
善右衛門組
九郎左衛門組
本役
本役
本役
本役
本役
本役
本役 五人組頭
「御仕置五人組帳」（石井師士氏所蔵文書）より作
成。
1．上から順に五人組帳の記載順に表記した。
2．村小組と役家は天保 15年「家別帳」による。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
六
同小
四
郎
（
印
）
同
彦
五
郎
（
印
）
同
杢
兵
衛
（
印
）
津
久
井
（
三
四
名
略
）
御
役
所
連
印
者
七
九
名
の
名
前
を
五
人
組
帳
と
対
照
す
る
と
、
連
印
の
順
番
が
五
人
組
ご
と
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
甚
左
衛
門
組
の
面
々
が
連
印
し
た
箇
所
に
左
門
の
名
は
な
く
、
省
略
し
た
前
後
七
二
名
の
な
か
に
も
彼
の
名
は
な
い
。
左
門
は
村
の
正
規
構
成
員
で
あ
り
な
が
ら
、
惣
百
姓
連
印
に
加
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
左
門
が
檀
家
廻
り
の
た
め
に
村
を
留
主
に
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
近
世
都
市
社
会
に
よ
く
見
ら
れ
る
、「
所
有
」
と
「
経
営
」
の
分
離
状
況
│
│
職
株
所
有
者
と
職
従
事
者
と
の
乖
離
状
況
│
│
は
、
平
社
人
の
場
合
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
相
模
国
の
え
び
す
社
人
を
事
例
に
し
て
、
近
世
の
勧
進
宗
教
者
の
家
と
居
村
で
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
検
討
の
結
果
、
相
模
国
の
え
び
す
社
人
も
、
か
つ
て
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
信
州
の
事
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
え
び
す
社
人
の
家
は
、
夷
神
像
配
札
や
祈
禱
に
従
事
し
て
い
た
が
、
陰
陽
師
な
ど
の
他
職
も
し
ば
し
ば
兼
業
し
て
い
た
。「
家
」
を
単
位
に
す
る
身
分
編
成
が
貫
徹
し
た
近
世
社
会
に
お
い
て
は
、
同
一
の
家
名
で
複
数
の
職
分
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
っ
た
が
、
え
び
す
の
家
は
、
分
家
を
出
し
た
り
、
壱
人
両
名
の
形
を
と
る
な
ど
し
て
、
兼
職
を
可
能
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
背
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
七
景
に
は
、
第
一
に
、
ゆ
る
や
か
な
配
下
支
配
体
制
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
本
所
側
の
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
の
勧
進
宗
教
者
の
側
に
も
、
代
官
手
代
な
ど
を
輩
出
す
る
村
役
人
家
の
場
合
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
自
家
の
経
営
安
定
の
た
め
に
、
家
族
の
一
部
を
「
家
」
か
ら
出
す
こ
と
で
、「
家
」
的
枠
組
み
を
内
部
か
ら
改
変
さ
せ
て
い
く
志
向
性
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
え
び
す
社
人
は
居
村
に
お
い
て
は
、
人
に
よ
っ
て
高
持
か
無
高
の
違
い
は
あ
っ
た
が
、
百
姓
共
同
体
の
成
員
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
単
身
者
と
し
て
で
は
な
く
、
家
・
家
族
を
形
成
す
る
階
層
と
し
て
存
在
し
た
近
世
在
方
の
勧
進
宗
教
者
は
、
勧
進
先
と
居
村
の
双
方
に
生
活
の
基
盤
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
勧
進
宗
教
者
研
究
で
は
同
職
者
集
団
の
組
織
構
造
解
明
な
ど
に
多
く
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
居
村
に
お
け
る
彼
ら
の
実
態
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
26
。
近
世
社
会
の
特
徴
が
小
前
層
に
ま
で
及
ぶ
「
家
」
の
形
成
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
、
近
世
後
期
に
様
々
な
階
層
で
見
ら
れ
る
身
分
の
越
境
状
況
に
関
心
を
向
け
る
な
ら
ば
、
勧
進
宗
教
者
に
関
し
て
も
、
制
度
と
し
て
の
「
家
」
と
実
態
と
し
て
の
家
と
の
異
同
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
注⑴
藤
沢
宿
隣
接
村
の
具
体
相
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
京
子
「
幕
末
期
に
お
け
る
町
場
的
村
落
の
様
相
│
│
相
州
鎌
倉
遊
行
寺
領
西
村
の
事
例
│
│
」
（『
藤
沢
市
文
書
館
紀
要
』
三
、
一
九
七
七
年
）。
幕
末
に
は
遊
行
寺
領
の
零
細
民
が
江
戸
で
連
続
駕
篭
訴
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
の
と
き
の
腰
押
人
の
な
か
に
、
近
隣
の
羽
鳥
村
に
住
む
農
村
公
事
師
が
い
た
。
志
村
洋
「
地
域
社
会
の
変
容
│
│
幕
末
の
「
強
情
者
」
と
寺
領
社
会
」（
藤
田
覚
編
『
日
本
の
時
代
史
１７
近
代
の
胎
動
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。
⑵
志
村
洋
「
近
世
後
期
信
州
の
西
宮
え
び
す
社
人
に
つ
い
て
」（『
関
西
学
院
史
学
』
三
九
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
近
世
の
一
農
村
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
の
系
譜
」（『
人
文
論
究
』
六
二
巻
三
号
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
村
共
同
体
に
お
け
る
勧
進
宗
教
者
│
│
信
州
諏
訪
地
方
を
事
例
に
」
（
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
別
冊
『
近
世
社
会
史
論
叢
』
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
、
二
〇
一
三
年
）。
⑶
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
主
に
、
竹
内
家
の
史
料
を
伝
え
る
藤
沢
市
文
書
館
寄
託
坂
口
つ
る
子
家
文
書
と
、
羽
鳥
村
名
主
家
史
料
で
あ
る
同
館
寄
託
ＩＤ
２３
号
家
文
書
で
あ
る
。
以
下
、
両
史
料
群
に
関
す
る
出
典
註
記
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
本
文
中
に
史
料
番
号
を
略
記
す
る
こ
と
と
す
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
八
る
。
な
お
、
坂
口
家
文
書
中
の
え
び
す
関
係
史
料
は
、
西
宮
神
社
文
化
研
究
所
編
『
近
世
諸
国
え
び
す
御
神
影
札
頒
布
関
係
史
料
集
』（
西
宮
神
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
神
奈
川
県
史
資
料
編
８
近
世
（
５
下
）』（
神
奈
川
県
、
一
九
七
九
年
）
に
も
竹
内
た
ま
代
氏
蔵
文
書
と
し
て
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
⑷
煎
本
増
夫
「
元
禄
期
の
一
関
東
農
村
」（『
藤
沢
市
史
研
究
』
一
号
、
一
九
七
〇
年
）、
齊
藤
康
彦
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
小
作
騒
動
」（『
藤
沢
市
史
研
究
』
一
二
号
、
一
九
七
九
年
）。
マ
マ
⑸
た
と
え
ば
文
政
七
年
の
羽
鳥
村
地
誌
御
調
書
上
帳
に
は
、「
農
間
之
稼
ニ
ハ
男
ハ
縄
を
な
い
莚
を
織
、
但
又
日
雇
等
相
稼
申
候
、
女
ハ
木
綿
糸
を
マ
マ
取
、
旅
を
織
売
り
出
シ
稼
仕
候
」
と
あ
る
。
青
山
孝
慈
・
青
山
京
子
編
『
相
模
国
村
明
細
帳
集
成
第
一
巻
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）。
⑹
『
近
世
諸
国
え
び
す
御
神
影
札
頒
布
関
係
史
料
集
』
二
七
五
頁
。
⑺
「
疫
神
齋
鎮
野
狐
祭
大
事
」（
坂
口
イ
４
）。
⑻
竹
内
三
太
夫
配
下
の
相
州
え
び
す
社
人
の
檀
那
場
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
良
明
「
近
世
西
宮
戎
信
仰
の
地
域
的
展
開
」（
圭
室
文
雄
編
『
民
衆
宗
教
の
構
造
と
系
譜
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
）
お
よ
び
前
掲
史
料
集
を
参
照
の
こ
と
。
⑼
宗
門
人
別
改
帳
の
記
載
だ
け
で
は
三
郎
兵
衛
が
伯
耆
の
弟
で
あ
る
と
は
判
断
で
き
な
い
が
、
①
文
久
二
年
の
「
御
上
洛
ニ
付
家
数
畳
数
間
口
奥
行
取
調
控
帳
」
で
、
三
太
夫
（
伯
耆
父
）
と
三
郎
兵
衛
が
隣
同
士
に
な
っ
て
い
る
こ
と
（
ＩＤ
２３
号
１
Ｄ
冊
５
）、
②
明
治
四
年
の
竹
内
信
義
（
元
伯
（
竹
内
）
耆
）
の
地
借
証
文
に
、
保
証
人
と
し
て
「
同
く
ら
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
（
ＩＤ
２３
号
２
Ｅ
６５
）
な
ど
か
ら
、
両
者
は
兄
弟
と
判
断
で
き
る
。
⑽
な
お
、
兵
部
の
継
目
相
続
に
関
し
て
、
白
川
家
役
所
詰
役
人
か
ら
、「
其
許
継
目
之
義
在
役
人
を
以
度
々
及
懸
合
候
処
、
今
以
一
向
無
沙
汰
之
段
等
閑
之
至
ニ
候
、
此
度
者
早
々
相
願
候
様
可
被
致
候
、
猶
其
侭
打
捨
置
候
ハ
ヽ
取
調
之
廉
も
有
之
候
」
と
い
う
督
促
状
が
兵
部
と
産
子
役
人
中
に
出
さ
れ
て
い
る
（
坂
口
イ
１４７
）。
神
主
株
を
買
得
し
て
も
直
ち
に
本
所
と
の
関
係
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
⑾
吉
田
伸
之
「
江
戸
の
願
人
と
都
市
社
会
」（
脇
田
修
他
編
『
身
分
的
周
縁
』
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）。
こ
の
点
、
地
方
の
陰
陽
師
も
え
び
す
社
人
と
状
況
が
似
て
お
り
、
但
馬
の
陰
陽
師
触
頭
な
ど
は
村
落
の
上
層
農
で
あ
っ
た
。
林
淳
『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
第
Ⅲ
部
三
章
。
⑿
嘉
永
元
年
十
一
月
の
竹
内
蔵
守
あ
て
職
札
に
は
、
包
紙
で
は
な
く
本
文
の
宛
所
に
「
兼
職
」
の
肩
書
き
が
書
か
れ
て
い
る
。『
神
奈
川
県
史
資
料
編
８
近
世
（
５
下
）』
一
〇
〇
三
頁
。
⒀
壱
人
両
名
に
つ
い
て
は
、
尾
脇
秀
和
『
近
世
京
都
近
郊
の
村
と
百
姓
』（
思
文
閣
、
二
〇
一
四
年
）。
⒁
女
性
の
陰
陽
師
も
存
在
し
た
こ
と
は
、
林
淳
「
天
主
教
と
女
陰
陽
師
」（『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
一
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
既
に
明
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
二
九
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
竹
内
家
が
代
々
三
郎
兵
衛
の
名
前
で
売
暦
を
稼
業
と
し
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
次
の
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
の
史
料
に
見
ら
れ
る
、
三
嶋
暦
藤
沢
宿
取
次
所
の
三
郎
兵
衛
も
、
羽
鳥
村
竹
内
氏
の
縁
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
一
札
之
事
一
相
州
之
内
三
嶋
改
暦
相
弘
メ
ニ
付
、
貴
殿
之
御
手
先
キ
ニ
相
成
候
、
然
ル
上
者
他
暦
等
入
込
不
申
候
様
改
候
而
村
役
人
衆
中
之
印
形
借
請
候
様
被
申
渡
、
猶
又
売
暦
之
儀
権
威
ヶ
間
敷
又
者
直
段
等
高
直
押
売
等
堅
ク
無
用
可
仕
候
、
又
者
病
気
病
死
カ
不
埒
之
儀
御
座
候
ハ
ヽ
加
判
之
者
引
請
、
年
々
売
暦
御
差
支
無
之
候
様
銘
々
村
々
江
相
弘
メ
可
申
候
、
猶
又
暦
代
金
之
儀
者
心
得
違
無
之
様
定
之
通
年
々
急
度
勘
定
可
仕
候
、
猶
又
暦
弘
メ
ニ
付
他
分
江
罷
出
候
而
止
宿
候
節
者
御
定
之
通
り
木
銭
穀
代
払
之
可
申
候
、
為
念
一
札
仍
而
如
件
相
州
藤
沢
宿
取
次
所
寛
政
四
年
子
十
月
三
郎
兵
衛
（
印
）
同
所
親
類
嘉
兵
衛
（
印
）
大
住
郡
横
野
村
源
左
衛
門
殿
（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
蔵
「
秦
野
市
今
井
高
保
氏
所
蔵
文
書
」
写
真
帳
）
⒂
林
淳
前
掲
註
⒁
論
文
等
。
⒃
『
藤
沢
市
史
第
二
巻
資
料
編
』（
藤
沢
市
、
一
九
七
三
年
）
一
八
九
頁
。
⒄
『
藤
沢
市
史
第
二
巻
資
料
編
』（
藤
沢
市
、
一
九
七
三
年
）
三
〇
九
頁
。
⒅
『
藤
沢
市
史
第
二
巻
資
料
編
』（
藤
沢
市
、
一
九
七
三
年
）
三
四
九
頁
以
下
、
三
七
五
、
三
七
六
頁
。
⒆
以
下
、
菊
名
村
の
小
原
左
門
に
関
し
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
出
典
は
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
蔵
「
石
井
師
士
氏
所
蔵
文
書
」
写
真
帳
に
よ
る
。
石
井
家
は
菊
名
村
の
名
主
役
を
代
々
勤
め
た
家
で
あ
る
。
⒇
『
西
宮
神
社
御
社
用
日
記
』
享
保
四
年
十
月
十
一
日
条
。
当
時
は
願
人
と
い
う
呼
称
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
願
人
と
表
記
す
る
。
21
『
近
世
諸
国
え
び
す
御
神
影
札
頒
布
関
係
史
料
集
』
二
七
二
頁
以
下
。
22
前
掲
註
⑵
『
人
文
論
究
』
掲
載
論
文
。
23
青
山
孝
慈
・
青
山
京
子
『
相
模
国
村
明
細
帳
集
成
第
一
巻
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
一
二
四
頁
、
三
六
九
頁
。
な
お
、
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
写
真
帳
で
一
部
を
校
訂
し
た
。
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
三
〇
24
『
藤
沢
市
史
第
三
巻
資
料
編
』（
藤
沢
市
、
一
九
七
六
年
）
六
九
頁
。
25
『
相
模
国
村
明
細
帳
集
成
第
一
巻
』
三
五
一
頁
。
26
た
と
え
ば
、
塚
田
孝
「
身
分
的
周
縁
論
│
│
勧
進
の
併
存
を
手
が
か
り
と
し
て
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講
座
第
６
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
も
同
職
者
集
団
の
構
造
に
ほ
ぼ
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
世
の
芸
能
的
宗
教
者
・
勧
進
宗
教
者
の
組
織
編
成
と
地
域
社
会
」
（
課
題
番
号
２
５
２
８
４
１
２
６
・
研
究
代
表
者
静
岡
文
化
芸
術
大
学
西
田
か
ほ
る
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
│
│
文
学
部
教
授
│
│
近
世
後
期
の
勧
進
宗
教
者
家
と
地
域
社
会
三
一
